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「第 26回ジオシンセティックスシンポジウム」論文募集

主催：国際ジオシンセティックス学会日本支部

共催：公益社団法人地盤工学会

協賛：社団法人繊維学会（予定）

国際ジオシンセティックス学会（IGS）日本支部では、ジオシンセティックス全般（ジオテキスタ

イル、ジオグリッド、ジオメンブレン、その他関連商品を含む）に関連する工学的諸問題（特に

地盤工学に関連した問題）に関する最新の調査・研究・適用事例について、下記の通りシンポジ

ウムを開催します。期間は 2日間で、毎年約 40編が発表されています。

論文発表、特別講演のほかに懇親会などのイベントを予定しています。また、投稿された論文

の中から、優れた学術・技術論文に対して JC-IGS論文賞・論文奨励賞が授与されます。

本年は、北海道・室蘭工業大学での開催です。

皆様のご参加を歓迎いたします。

期日：平成 23年 12月 1日（木）、 2日（金）

会場：室蘭工業大学大学会館多目的ホール（050-8585室蘭市水元町27番 1号）

テーマ：ジオシンセティックスに関する製品性能、設計・施工事例、試験・調査、研究成果等

会費（論文集代） : 6,000円 (IGS個人会員特価 4,000円、学生特価 1,000円）

事前の参加申込は必要ありません。

※昨年より、投稿規定を改定し、論文を以下の 2区分に分けて投稿・発表して頂いています。

詳細は、 JCIGSのWebページ（htゆ：／／wwwsoc.nii. ac .jp/j cigs／）をご覧下さい。

｜研究開発論文｜：新規性、独創性がある独立した研究、技術開発を取りまとめたもの

｜事例報告｜：新技術の適用や、困難な条件での施工、材料の開発、調査結果など、

技術的な価値のある事例の報告

（最大8ページまで。短い原稿も投稿できますが、偶数ページでお願いします。）

※参加者は、地盤工学会継続教育制度（G-CPD）のポイントの対象とする予定です。

※前日、 11月 30日（水）の夕方に、室蘭工業大学体育館で、毎年恒例のフットサル大会を開催し

ます。

スケジュール： ｜昨年から、スケジュールが早くなりました！！ ご注意下さい。｜

平成 23年 5月24日（火） 論文の申し込み締切（題目と概要） （必着）

平成 23年 7月 13日（水） 本論文の提出締切（必着）

平成 23年 10月 28日（金） 本論文の修正原稿提出締切（必着）

プログラムの詳細は、 9月頃、学会 Web、メールなどでお知らせします。

本論文の提出先： E-mail: igsSympo@jcigs.org (PDF形式ファイルでご提出頂きます）

問合せ先：東京大学工学部社会基盤学科内村太郎 Tel:03-5841-6120 Fax:03-5841・8504

E-mail :uchimura@civil.tル
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